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1V　国際会計上の諸問題
V　む　す　び
濫　は　　じ　め　に
　アメリカ齢よび西ヨーロツパ諸国で貿易の自由化がさけばれてから，各国は，輸出入品目の制限の
緩和，相互の関税障壁の軽減ないしは徹廃の方向へと進んできた。すでに，EEC（European
E60nomic　Co㎜unity）諸国は，通貨交換性の回復を境として活発媚本交流を行ってきた
が，そのなかで重要な役割を果たしたのはアメリカ資本の動きであった。アメリカの海外への直接投
資残高は・西ヨーロツパ諸国を中心に1955年末からt966年末にかけて2．8倍に増加した。こ
れを推しすすめてきたアメリカの巨大企業は，この間に，世界的視野にたった経営戦略を決定し，実
践するところの世界企業へと成長した。このようなアメリカの海外への進出は．西ヨーロツパ諸国の
巨大企業にも大きな衝撃をあたえ，国境を乗り超えた合併や業務提携などを促がす結果となつた（9）
こうしたアメリカtsよび西ヨーロツパ諸国の動向は，当然，わが国の企業にも影響をte，よぼし，外国
へ支店を持っとか子会社や現地資本との合弁会社の設立などで進出することになつてきた。さらに，
　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　F　．　　　　　　－379－　　　　　　一　　　　　　　　．　　　　　　　　　．　　　　　．
アメリカやヨーロツパに夢けるADR（American　depo8itary　recetpts　）やEDR
（European　depositary　receipts）の制度を通じて，日本の会社の株式や社債が，外
国で募集されたり取引きされるようになり，企業活動や証券取引も著しく国際性が増すようになつて
きた。このような国際性の増大によって，国際会社（international　corporation）が
出現するようになる。そこで，こうした会社の経営活動の成果を示す財務諸表の作成に必要な基準や
監査基濫左どが必要となる。これらの基塗は，国際的に承認され得る内容を備えていなければならな
いであろう。このような国際会計問題については，国際的な会計思想の交流が必要となる。普遍的な
国際会計理論を考える場合には，アメリカのように比較的価格の安定している国とブラジルをはじめ
としてわが国のように激しい価格変動を経験した国にむいても妥当する基礎的会計理論を考える必要
　　　　Q）がある。
　国際会計に関する研究は，アメリカ資本の世界的進出という現状からみて，アメリカにおいて最も
関心が深いと思われる。イリノイ大学では，t962年に，国際会計教育isよび研究センター
（Center　for　International　Ed　ucation　and　Research　in　Accoun－
ting）が設立され，会計学の教育や研究の成果として各種の研究叢書が出版されている。また，ワ
シントン大学においても各国の会計が研究されているようであり，実務界にあってもアメリカ公認会
計士協会（American　Institute　of　Certified　PubIic　Accountants）に
｝，、、，て泄界各国の会計実務や税制などの比較研究が行われて吟る．⑤
　わが国に澄いても経済規模の拡大および国際的地位の向上にともない昭和55年6月の「貿易為替
自由化計画大綱」によって，自由化体制の第1歩がふみだされて以来，58年にはガツト11条国移
行，59年IM戸8条国移行，OECD加盟などいつそう国際化が進められた。45年末の自由化率
は95％強となった。さらに，資本の自由化は，今後の日本経済が真剣に取り組まなければならない
大きな課題であり，現在まで第2次自由化（昭和44年3月）を通じて204業種が自由化対象業種
となり，外資審議会の要望からも46年末までにはかなりの分野で自由化を実施することを目標とし
ているようである。（4）
　このような国際環境に澄いて，アメリカ寿よび西ヨーロツパ諸国ならびにわが国等を含めた自由主
義世界に澄ける経済交流は，今後ますます活発になると思われるとの見通しにたち，国際会社の出現
等から，国際会計の必要性とその研究領域ならびに国際会計上生ずると思われる諸問題に関して考察
するものである。
　　注（1）経済企画庁編「経済白書」昭和45年版，PP，127－146参照
　　　（2）不破貞春教授述。座談会：「国際会計の可能性について」産業経理　第27巻　第4号，
　　　　P162参照
　　　（5）染谷恭次郎教授稿「インターナシヨナル・アカウンティングへの挑戦」企業会計　第49
1　　　　巻第2号．PP．28－56参照　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－380一
（4）『経済企画庁編「経済白書」昭和44年版，PP，284－－285参照
皿　国際会計の必要性
　複式簿記は，今日では広く世界各国で採用されているが，世界の会計思想は．アメリカ，ドイツ，
フランス，日本というようにそれぞれの国内の政治経済，法律，慣習などのわく内で発展し，世界各
国に共通するような会計原則，監査基澄澄よび会計実務の展開は，ほとんど考慮されなかつた。第2
次世界大戦後，自由主義経済体制をとる世界各国は，貿易や資本の自由化ならびに思想の交流を促進
し・国際間の経済的糀度を増大させてきた．このよう姻際関係から，国際会計の重要性を指摘ご
たのは，オランダの会計士協会（Netherlands　Institute　of　Aceountants）の会
長をつとめ1957年には，オランダで開催された第7回国際公認会計士会議の議長もつとめたこと’
のあるJacob　Kraayenhofであろう。1959年のサンフランシスコでのアメリカ公認会計士
協会の年次総会における有名な彼の演説が会計の新しい分野への足掛りを作つたといわれている。
緊密な国際会計協力の緊急性と，究極的には世界的な仮説の上に立つた国際会計基換と会計理論の仕
事を基調とするものであつた。会計基塗の調査研究（research　and　study　of　accou－
nting　standards　）のために，いろいろの国で常設の委員会を設置することを示唆したので
ある。（1）　’
　国際会計は，国境をこえて会計資料を作成したり交換し利用することになるので，そうした国際的
性質の諸問題を明確にすることが必要となる。国際会計がなぜ重要であるかについては，多ぐの諸要
因から選び出すのは困難なことではない。’ ~ユーラー（G・・h・・dG．M。。11’er）は，次の4
つの存在理由を指摘している。②
（1）国際企業（international　business）於よび国際投資（internationsI
　inves　tment）が，増加しているごとである。
　　これをアメリカの世界貿易額の輸出で表わすと，1964年には，247億ト゜ルに達することが
　予想され（引用者注，1967年には，312億ドルにも達した），この数値は1965年に比較
　して20億ト9ルの増加となる。通常，自由世界貿易（free　world　trade）と呼ばれる額は
　1965年に，1，540億ドル，1964年にはt，　500億ドルに達することが期待されていた。
　　これを海外投資の側面からみると，アメリカの海外への民間投資は1950年に190億ドルに
比較して1962年には約600億ドルにも達した。海外への民間投資の半分以上は，企業の営業
用資産（operating　aSSets）に投資されている。
　　アメリカの諸会社の国際提携は，1965年中に工場および設備資産のために約50億ドルを費
　し，アメリカの諸会社の海外工場からの売上高は澄なじ年に約300億ドルであつた。このかなり
大きい企業tsよび投資額は，国際会計によらなければ評価できないし管理でき左い。
　有価証券市場においても，現在．50近い外国の会社の有価証券がニユーヨーク証券取引所に上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一381－一
　場されている。これらの有価証券の市場価値は80億ドルを超えている。フランクフルトにあるド
　イツの主要な証券取引所にはGeneral　Mortor8，Ford，IBM，およびIT＆T，が上場
　されている。この他にも少なくとも，15のアメリカの大会社，A．T＆T，Standard　OiI
　（New　Jersey），】［）zpont，Eastman　KodakおよびAlcoaなどの有価証券が店頭取
　引されている。ロンドン，ブラツセル，チユーリツヒなどでも同様の状況である。
（2）国際会社（internatioロal　corporation）の出現
　国際会社とは，2つまたはそれ以上の国に澄いて所有され，管理される会社であると定義すること
　ができるであろう。国際会社は，国際的事業活動（international　business　oper－
　ation）を行っている国内会社（national　corporation）とは異つている。国際会社
　は，その事業活動のすべてに澄いて世界的視野を有している。…………その経営者は，数か国の人
　々カ1ら構成されており，その従業員は，全世界のあらゆる所より集められている。その事業構成と
事業計画は国隠盤に立脚している。⑤
　このような会社の出現によって2国間以上にわたる所有と支配の会社をBusiness　Week
1965年4月号の特別報告では，多数国家にわたる会社（m’ulti－national　company）
と呼びHarvard　Business　Review　1964年5～4月号では，超国家的企業（tran8
－national　enterpriSe）と呼んでいる。現在，このような内容と規模をもつた国際会社
としては，RoyaI　Dutch　She11とUnileverは，疑いなく国際会社である。また同様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
の組織上の見地からはPhilips　L・ampおよびNest1ざが考えられるし，また多くのアメリカ
の基幹会社（based　corporstion）カsそのような組織を採用するゐはそう遠くないことで
ある。
　このような薯情は，General　mortorsの会長であつたFrederic　G．　Donner¢）表
現の中にもみられる。すなわち，「多くの異つた言語で自分の会社の株式を印刷することを望んで
いるし，世界的に広く公開した会社の自からの考えのための論理上の補足としても，真に国際的株
式所有が達成されることを望んでいる」（4）のである。
（5）会計調査および会計発展を促進すること
　効果的な会計調査は，一国の仕＄ではできない。………棚卸資産評価の実務上の例をとりあげれば
　オランダでは，取替価値（replacement　value）が唯一の論理的棚卸資産基進であると考
　えている。スウエーデンにおける会計は，しばしば，国民経済政策の手段として考えられている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．（5）
　フランスでは，統一会計（unifprm　accounting）の会計思想が支配的であると思われる。
　　世界各国の会計思想，会計原則および会計概念には，相当大きな相違も見られる。しかしながら
　これらの相違を調査し，十分に比較検討し，相違点を明らかにすることによって，また共通点も明
　らかになってくると考えられる。このようにあらゆる薯柄を明確にすることによつて，将来の国際
　会計の発展が促進されるようになると思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－582一
（4）その他の分野との提携
　今日，会計に関するいかなる国際的合意を得ることのできる組織あるいは委員会も存在していない。
　他の分野は，この点でより良いものを与えてくれる。科学全般は，よぐ機能する国際的集団であり
　国家安全目的のために機密扱いに指定されたもの以外の科学的知識は，すでに世界中で利用可能で
　あると考えられる。医療科学および医療業務（medicsl　8cience　and　practice）は
　真に国際的である。宇宙科学技術（space　technology）は，国境がないことが知られてい
　ると思う。・・…・…国際的方向の点に関する他の分野に従つている1つのパS』ンは，会計学に恩恵
　をもたらすための境界と思われる。（6）
　　近年，会計学を他の社会科学の分野との関連で研究して，会計理論の拡張や情報システムとして
　把握しようとする傾向がみられる。アメリカ会計学会刊行の基礎的会計理論の報告書（AStat－
　ement　of　BasicAccounting　Theory，1966）の序文には次のように記されて・
　いる。「委員会はいかなる意味に於いても，本学会や他の団体がこれまでに発表した報告書の体裁
　や内容によつて束縛されてはならない」（7）と。このような研究方法は，最近のアメリカ会計学によ
　くみられる傾向である。⑧
v．注（1）mueller，　Gerhard　G．　International　Accounting，1967，P．258
　　　　兼子春三監訳国際会計研究会訳「国際会計論」P．ろ1ろ
　　　②　Mueller，Whys，and　How8　0f　International　Accounting，
　　　　The　Accounting　Review，Apri11965，PP．58　7－590参照
　　　（3）Mueller，International　Accounting，1967，P．205
　　　　兼子春三監訳国際会計研究会訳「国際会計論」P269
　　　（4）Mueller，Whys　and　Hows　of　Internatiollal　Accounting，
　　　　The　Accounting　Review．，Apri1　1965．P．588
　　　（5）　ibid，PP588－589　　　　　　　（6）　ibid，PR589－590
　　　（7）　American　Accounting　Association，A　Statement　of　Bagic
　　　　Accounting　Theory，1966，V
　　　　飯野利夫訳「基礎的会計理論」iii
　　　（8）　Thomas　R．Prince，Extension　of　the　Boundaries　of
　　　　Accounting　Theory，1965
　　　　Norton　M・BedfordtIncome　Determination　Theory　；an
　　　　accounting　framework，1965
　　　　A．A．Ar　A　Statement　of　Basic　Accounting　Theory，1966
　　　　などを参照
　　　　　　引用者甚．総理府統計局編「国際統計要覧」，6・8．P．124
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－385一
皿　国際会計の領域
　国際会社が出現し，それが増加するような傾向であれば国際会計に関する知識や実務が必要とされ
るようになる。国際会計に関する教育はこれまであまり問題にされていなかつたようだが，実業界で
は国際会計の知識に対する要求が生じて来ている。ミユーラーは，国際会社むよび国際投資の増加に
ともなう国際会計思想ならびに国際会計の発展に備えた教育の必要性を提唱している。すなわち，
「国際会計コースは，大学院課程で試みるべきである。しかし，国際会計コースは，会計学に力を入
れることを望む学生のためにだけに限定すべきではない。それは，国際金融．国際マーケティングあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
るいは国際企業一般に関心のある学生に開かれるべきであるb」と述べている。そして，ミコー一ラー
は，これを5つの課題に分げて考察している。（2）．　　　　　　　　　　　　J
　第1は，会計上の諸概念夢よび実務に語ける国際的相違の実例を取扱うこと。これらのいぐつかの
国際的相違の説明のため鰍のような例をあげている．G）
　（1）アメリドカでは一般に認められているが，他の国では認められていない。
　　a　関係会社間の投資の会計や連結財務諸表を作成するにあたり，全体概念として企業体のため
　　　に親会社概念に従属。
　　b　株式配当のための会計は，追加株式の公正な市場価値で分配される。
　　c　慣習によるのがほとんどであるが，単一期間の直接的企業活動に第1に適応されるところの
　　　会計利益概念の採用
　　d　棚卸資産評価の後入先出法の採用　　　　　　　　　　、
　　e　繰延べられた所得税債務の比較的大きな金額の創設
　　f　企業結合に於けるパーチエス（purchases）とプーリング（poolings）との間の任意
　　　に定めた区別を固執する。
②　アメリカ以外のいくつかの国では一般に認められて“るが，アメリカでは認められないもの。
　ここに示された諸例は
理解できる。このような相違を十分に認識せずには，国際会計を考えることができないであろう。
第2の課題は，国際的企業活動SEisよび国際投資の特色を取扱うこと．である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　－584一
a　貸借対照表の教育は，すべての会計学の基礎と考えられている。（ドイッ）
b　資産評価に関して，歴史的原価を修正する。（アルゼンチン）
C　数会計期間の報告された期間利益を平整化する目的のための特別引当金の使用。（スイス）
　ヨ，
d　現金配当が取締役会で提案されるや否や会計上の配当の認識。（イギリス）
e　取替価値概念（replacernent　value　concepts）の包括的適用。（オランダ）
f　配当支払を制限するための法定積立金の設定。これらの積立金は，経営活動からの純利益と
　して報告された金額を基澄として，あるいは明記された債務持分比率の基准として創設される。
　（スウエーデン）
　　　　　　　　　　，一部にすぎないが世界各国の会計理論や会計実務の違いがあることを
　ここでの主要lt問題は，ある国の通貨から他の国の通貨への換算問題，国際的子会社の経営活
動の連結と報告問題，そして注意を要するもう一つの論題は，会n－is“よび監査に関する国際的基
進である。
　通貨換算に関する会計上の問題は，国際的取引に夢ける通貨勘定の選択である。外国為替取引
の問題は，特に困難な問題ではあるが，今日，われわれは国際的子会社の勘定を通して自国通貨
勘定（home　curreney　accounts）に換算するための一定の基澄を定めている。しか
し，多くの関連ある問題は解決されていない。例えば，ドイツの資本市場でアメリカの会社があ
る資本を調達しようとしている場合に，アメリカの会社の財務諸表をドイツ語およびドイツマル
クにいつたいだれが翻訳できたであろうか？
外国為替換算に関する利益はいつ実現するのか？　ある国の通貨から他の国の通貨へ換算するこ
とは，いろいろな場合にまつたく意味がないということがあり得ることであろうか？　これらの
事情は，今日，国際会社にとつては，当面する問題であろう。
　会計および監査の国際的基準は．国際的基準を作る前に，まず各国で国内基進が必要なのか，
それとも反対に，まず第一に，いつそう適切な前提を作るのか？という問題が考えられよう。
この問にたいする答えとして，かって，アメリカ公認会計士協会の会長（1957年～1958
年）であつたAlvin　R．Jenningsの論述が適切であろう。すなわち，「わたしは，明白
に定められた国際会計tsよび監査基準のある共通の部分をもたない将来の会計界を考えることが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ω
できない。………そして．やがて会計かよび監査の国際的基準は，必然的に現われるに違いな呵
と述ぺている。
　第5の国際会計の課題は，若干の特殊問題の分析である。
　それは，真に国際基漁に基いた極格水準問題のやりがいのある探究であろう。価格水進問題に
ついては，物価指数（priee－irrdex）で評価替えするのから，新しく異った通貨単位澄よ
び評価によつて，すべての勘定を完全に表示し直すものなど何でも皆含めた多くの異つた解決方
法が，実際に多くの国で試みられている。
　その他の分析の分野では，会計と経済発展との関係であろう。また，あるものは共同市場
（comnon　market）のような現象を研究することを望んでいる。共同市場諸国間の生産要
素の自由k流れがあるならば，生産要素の流れの方向が，どの国の会計実務を用いるぺきである
かを決定すべきであろう。歴史的にも，会計の実際的知識（aceounting　know－hOw）
および会計実務は，密接に国際投資の流れに従っていたのである。
しかしながら，国際会計として考えるときこのよう左歴史的な傾向が，今日にかいてもまだ適用
可能か否かについて再検討すべきであろう。
注（1）Mueller，Whys　snd　H・w80f　Internati・nal　Acc・unting，
　　　The　Accoun重ing　Reyiew，Apri1　1965，P．592
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②　　ibid，PP．3　92－595　・　　　　　　　　（3）　ibid，PPろ86－587
（4）　AlvinR．Jellnings，Internatiollal　S．　t　a　nd　a　r　d　s　of　Accounting
　and　Auditing，The　Journa　1　0f　Accountancy，September　1962，
　P．42
IV　国際会計上の諸問題
　国際会社の出現かよび国際投資の増加という現象から，国際的視野にたつた会計問題に対する考慮
が必要となってきたように思う。
そこで次の4つの観点から，これらの問題を考察することにする。
（1）会計原則澄よび監査基灘
　　会計学においてよく使用される「一般に認められた会計原則」（generallyaccepted　acccun－
　ting　P日nciples）という用語を使用する場合に，それはどこの国の会計原則を意味するのかという
　問題が生ずる。「一般に認められた会計原則」’という用語は，アメリカで作られたものであるが，現
　在では，カナダやラテンアメリカの国々でも同じ表現が用いられている。またわが国の監査報告書で
も，だいたいこれと同じような諜が用いられている．（1）
　　しかし，アメリカの学会では，会計原則は実務の中から引き出すのでは実務をリードすることはで
　きないから，演繹的に会計理論を引き出そうという主張となり，AA．Aの基礎的会計理論の報告書
　（A　Statement　of　BssicAccounting　Th　eory，1966）として刊行された。．
　要するに，一般的に認められた会計原則というのは各国で違うというところに根本問題がある。その
　違うむもな問題をあげると
　（t）資産再評価をやつているか否か。さらに，デノミネーシヨンをやった国とそうでない国。
　ω　減価償却方法の問題。
　（5）秘密積立金（ヨーロツパの実業家の一つめ傾向として）を設定する国とそうでない国．
　（4）所得税をあらかじめ計上するか，払つたときに計上するかの問題。
　（5）株式配当の処理方法亡績面価額で発行するか時価で発行するのかの問題）。
　（6）利益剰余金という科目で，利益剰余金の全部を包括的に示すか否かの問題。
などである。②
　　監査基準に関しても，世界銀行の姉妹会社の国際金融会社（InternationaI　Finance
C。。p。。。、、。n）は．ち。左いし，。め異。た諸国の縫鄭鮒をしている．6）・れらの貸
　付の監督のために国際金融会社は，期間報告書を必要として吟る。このような場合の監査人は，抽
　象的な監査基塗の指針だけではなく，具体的な明確なものが必要であろう。
②　国際財務諸表
　　世界各国で採用している財務諸表の様式には多種多様なものがみられる。ミa一ラーはこのよう
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「
な事情から，次のような諸事項を考慮せねばならないと述ぺている。（4）
（1）先ず第1には，用語と勘定区分の方法が異つている。
②　財務諸表の様式についての第2の難点は，各国間における分類方法の相違である。
（5）財務諸表の様式に関する第3の問題点は，その表示の方法である。…………ここで，注意した
　いのは財務資料の表示をどうするかということが，国際的に難しい問題であるからである。
　　国際連結財務諸表に関しても，5つの間題が提起されているIS）
　（1）先ず第1には，連結財務諸表と，それに含まれる親会社と子会社の個々の財務諸表とでは，
　　いずれがより支配的であるか，またはより意義が深いかの問題である。
　②　第2の問題は，財務諸表の連結の際に国内の子会社と在外子会社との区別の問題である。
　（5）最後に，会計学上財務諸表の連結が必要とされる所有率あるいは支配の度合についての明確
　　性がないことである。
　　財務諸表の作成tsよび連結の問題を考える場合に，どうしても避けられないのが，各国におけ
　る価格変動をいかに考慮するかであろう。特に近年，アメリカをはじめとした資本主義経済制度
　の諸国におけるクリーピングgインフレーシヨン問題をいかに会計に反映させるかである。とり
　わけ，ブラジル（卸売物価指数：1958年を100として，1967年には．5，　513）やア
　ルゼンチン（卸売物価指数：1958年を100として，1967年には，1，180）などは極
　端な物価騰貴にみまわれてvai’。（6）このような物価騰貴を考慮しない会計すなわち歴史的原価基
準（historical　cost　basis）では，企業資本の食いつぶしとなり，企業の維持，継
続は不可能となる。国際会計問題について考える場合に，著しいインフレーシヨンに悩んでいる
諸国の財務諸表に直面しなければならず，そうでなければ国際会計問題の解決の核心をはずして
しまうことになる・。そこで，経済情勢の違った国々の会計の中に共通点を見出そうと思うとどこ
かそこに国際会計の原理が出てこなければならず，たとえば価格変動の問題については，時価主
義にならざるを得ないのである。（7）
　　それ故に，今日では，各国の価格統計も整うようになり，EDPS等の発達にともない各種の
　情報も整備され，利用可能の状態にあり，会計にむいて，個別価格の変動を考慮するための実務
　上の困難性は，非常に少なくなつたと考えられるのである。
（3）国際的統一会計
　　すでにみたように現在の世界各国における会計は，経済箏情の違いを中心にして，会計原則ts
　監査基進澄よび財務諸表の様式に至るまで，かなりの違vaがみられる。こうした現状を認識した
　うえで国際統一一会計の可能性を検討したいと思う。
　　ヨーロツパでの最大の目標の一つは，やはりヨーロツパの勘定図表（European　chart
　of　accounts　）である。’明らかに，ヨーロッパの模範図表は，1964年のウイーンにむ
　けるUEC（Union　Europeenne　de8　Experts　Comtables．）会計会議におい
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て示されたのである。⑧
　統一会計の基礎をつくりあげたのは，シ；マーレンパツハであろう。シユマー－vンパツハは，
コンテンラーメン（Der　Kontenrahmen）の中で次のように述ぺている。
　「統一化によ6て多くの頭脳的な労力が節約され，生産的な自的に導かれる事となる。……・
これら経営の記帳や統計をずつと統一化せしめて，大きな労苦なしにその構成を把握し数字的成
果を了解し得るようになさねばならない。各経営の成果を相互に比較し得る為にも統一化が必要
　となるのである。なおその他の勘定組織案や勘定図解の統一化は，立案の仕事を技術的のもめか
　ら科学的のものにずつと引上げる為にも大きな利益がある。これによって統一化しない前よりも
一般函な討議，科学的な叙述bよび教授上に都合がよくなるのである。その統一化によって，い
わば共通媚葉ができたようなもので，充分なる意見の交換が行効網ることとなる」（9）
　　ドイツのコンテンラーメンei，第2次世界大戦中に発展し必要とされたようだが，戦後それが
　あまりにも野心的企図であつたという単純な理由から成功しなかつた。フランスでは政府所有の
産業のために勘定の統一分類を支持し，やがてすべての産業にもその使用を拡大する計画であつ
た。（10）1942年から1944年の間に「勘定の合理的左組織のシステム」が作成された。
　　　　　　　　　　タ　の　これは，ドイツの指導セ制定されたプランgコンタブルであり，コンテンラーメンの模倣であつ
　た。やがて，1947年に至りプラン。コンタブル制度（Plan　Comptable　G6nるra1）
が作成され承認されたが，t957年には「国民経済の要求と会計技法の進歩」に適合するよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）　に改訂の必要が生じ，同年5月に改訂プラン・コンタブル・ジエネ」．ルとなったのである。
　　ドイツのコンテンラーメンによるft－一会計およびフランスのプラン。コンタブル・ジエネラル
　による会計の標塗化は，いつれも自国の会計問題を対象としたものであり，これが国際的統一会
　計を意図したものではないことは明らかである。ミユーラーは，統一化に関じて，それぞれの長
　短を列挙した後，全体と・して，完全な国際的統一会計は好ましくないように思われると述べてい
る。（t2）しかし，国際統一会計を考慮するとき，・ンテンラーメン絃びプラン・コンタブル
　。ジエネラルにおけるft－一化ないし標換化の方向は，これらに対する一つの手懸りを与えるもの
　と思う。
（4）国際会社の通貨選択
　　国際会社が遭遇する会計問題のうちで最もやつかいなものは，それらの会社の諸勘定および連
　結財務報告書蝕たは合併財務報告書のために意味ある通貨単位を選択することである。ミユーラ
　　　　　　　，r　一は，会計上吟意味ある統一通貨として次に掲げる基進のうちの一つに基いて選択されるであろ
うと述べてい乙．（S）．．
　（1）会社設立の国、・　　・　　　’　　　②主たる営業取引の起こる通貨の国。
　⑤　主要株主声居住している国．』　　　（4）永久鈎投下資本の最も大きな部分が醇出された国。
　⑤　配当金が通常支払われている通貨の国。
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（6）長期的にみて比較的に安定度の最も高いと考えられる通貨の国．
（7）ある貴金属を含有した貨弊単位によるのか，あるいはいくつかの国際通貨交換基Ptvaよるか
　のいずれか一方で定義される想像上の通貨単位の使用。
　ミユーラーは，これらのうちどれか一つを選択すればよいと考えているようだが，会社が法律
の産物であるという事実に求められるとすれば，国際会社の会計に用いる主要通貨は，会社設立
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）国の通貨であるべきであるということを示唆しているものと思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）
　最後に，外国為替換算の間題に関して，ミユーラーは，5つの異つた換算方法を示している。
（1）取得時レートによる換算方法
　　この方法は伝統的な方法を多少修正したもので，会計概念における歴史的iEl価に基いたもの
　である。
（2）時価レートによる換算方法
　　この方法は，他国にいる現在k‘よび将来の投資家に対する情報提供ならびに価格水進調整後
　の決算書を別の通貨に換算するためである。また取得原価レートによる換算に対するチエック
　としても使われるし，価格指数による再評価した国で取得原価の数字が得られないときにも用
　いられる。
（5）まつたく換算しない方法
　　これは非常に不安定な通貨と，どちらかといえば安定した通貨との間で適当である。換言す
　れば，通貨の相対的為替価値が2期間続けて年率25％以上も下落するような場合である。ま
　た換算しないということは，財務諸表を連結しないということも意味する。さらに，経済発展
　段階齢よび通貨事情が同じであるような外国の居住者に対して，純然たる情報目的のためには
　換算は不必要であるとい，うことである。また，有能な国際的経営者は，単一通貨単位でしか情
　勢を分析し，意思決定を行なえないということであつてはならないとも述（紅いる。
　　換算問題には，外国為替換算損益の計算夢よび平価切下げの場合などの飼際会社の直面する
　実際上の諸問題が考えられるが，これらは別の機会に検討することにしたいと思う。
注（1）染谷恭次郎教授稿「インターナシヨナル・アカウンティングへの挑戦」　　　　．
　　企業会計第19巻第2号，P．55参照
　②　不破貞春教授述：座談会「国際会計の可能性について」
　　産業経理第27巻第4号s　P　P、157－－158参照
　⑤M。。ller，・Whys　and　H・ws・f　l・t・・n・ti・n・1　Acc・unti・g・The
　　Accoullting　Review，Apri1’t965／P．595
　（4）　Mueller，Internationa豆　Accounting，1967アPP。124－155
　　兼子春三監訳　国際会計研究会訳「国際会計論」PP．175－186参照
　⑤　ibid，PP。15g－t40，同上監訳書　PP。190－491参照
　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　－5　89－一
（6）総理府統計局編r国際統計要覧」t968年版より作成
（7）不破貞春教授述・座談会：「国際会計の可能性va　7ti）て」
　産業経理・第27巻第4号PP．152－156参照
⑧　Mueller，Understanding　and　Resolving　International
　Accounting　Difficulties，edited　by　Paul　Garner　and　Kenneth
　B．Berg，Reading8　inAccount．ing　Theory，t966，　R505
（9》エ・シユマーレンバッハ原著，土岐政蔵訳述　改訂標濫工業会計図鰍PR2一ろ
㈹　Felix　P．KollaritschiInternational　Accounting　Practices，
　The　Accounting　Review，Apri1　1965，P．582
㈹　青木脩助教授著「フランス会計学」第6章参照
02）　Muelier，International　Accounting，1967，PP．109－114
　兼子春三監訳　国際会計研究会訳「国際会計論」PP．154－162参照
65）ibid，PP207・－208同上監訳書pP．271－一　273参照
㈹　　ibid，R212，同上監訳書，P．278参照
OS　ibid，PP195－198，同上監訳書gPP，255－260参照
V　む　す　び
　国際会計が本格的に研究されるようになつたのは，多分，オランダの会計士であつたJacob
K。a。y。。h。fの謙が発表されてからと思われる9）会計学の簸の歴史からみても，196・年
代に入つてからと思われるし，明確な研究領域や国際的視野にたつた会計理論や会計基進なども未だ
樹立されていない。しかも，これまでの会計学の研究が，もつ’ ﾎら一国内の会計問題を対象としてい
たがp国際会計は，国境を超えていかなければならない。それには，言語，政治，女化，慣習などの
障害を克服することが必要である。これらの障害は，近年．国際会社の進出S・よび国際資本投資の増
加という経済的事情から，次第に解決される方向に進んでいる。その背景には，思想や文化の交流が
ますます活発に行なわれてきているという事実も見逃せないであろう。このような経済的事情is‘よび
国際環境を考慮しながら，本稿では国際会計を概観した。
経済学では，早くから国灘済学②が研究されていることを考えるとき，会計学肋いても国際的
視野にた・た研究を勘・必要聯・そのためには・国際会計教育の重要性を繍し・（‘）世界解
に於ける会計理論，会計原則ならびに監査基進などの調査ts　xび比較研究声行なわれねばならないで
あろう。
　このような研究から，普遍的な国際会計理論を演繹的に導き出すことが必要となろう。
　　注（1）Jacob　Kr　aayenh　ofeInternational　Challenges　for　Accounting．
　　　　The　Journal　of　Aceountancy，　Janu3ry　1960，PP．5　4一ろ8参照
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一・390－一一・
ω　国際経済学とは，国境を通過して行なわれるいっさいの経済取引，すなわち，商品取引，輸
　送・保険等の用役の授受，資本取引等を対象とする。体系経済学辞典，東洋経済新報社，
　P．655参照
6）Lee　J．Seidler，International　Accounting　－The　Ultimate
　Theory　Course，The　Accounting　ReviewtOctober　1967，PR775
　－781参照
なむ，（注）に引用した文献の他にも，次のよう左文献も参考にした。
　会田義雄助教授稿「国際会計論の序説的考察」会計第95巻第4号
　　　　〃　　　　「海外活動の会計に関する考察」会計第95巻第6号
　飯野利夫教授他「討論会，企業の国際化と会計のあり方」企業会計第20巻第5号
　染谷恭次郎教授他「企業の国際化と会計問題」産業経理，第27巻第12号
　不破貞春教援稿「価格変動と企業会計」産業経理第29巻第6号
　武田隆二助教授稿「国際財務諸表に関する報告書」と国際比較研究の視角，実務会計，第4巻
　第11号　　　　　　　　　　　　　，
　Theodore　L、．Wi　Iki’nson，Can　Accounting　be　an　International
L・ng・・g・？Th．e　Acc・unting　R・▽i・w・」antiary’1964・PP155－159
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　S．Madonna　Kabbes，Is　Accounting　Meeting　the　Challenge　in
　Eur6pe　？　The　Accσunting．　Review，April　　1965，PP．595－400
K・．nn・th　B・・BerglGe「ba「d　G・Mue1，1e「and　pagren　M．・Walke「・
　Annual　Reports．go　Internationa1，Tlhe　Jourusl　of
’AccOuntancy，August　1967，PP．59－64
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　．　　　　「
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